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論文内容の要旨
溶射皮膜の構造に及ぼす溶射条件として、プラズ、マ溶射距離を変化した場合の溶融粒子のスプラット表面形態、偏
平粒子の直径や断面における平均厚さ、あるいは粒子内き裂等の皮膜'性状について検討した。アルミナ及びジルコニ
アセラミック溶射皮膜部に発生した未結合部へ、電気めっきによる銅の充填あるいは、クロム酸の焼結含浸封孔処理
を行った。この皮膜に対しキャピテーション試験を行い、空孔部やクラック部等の充填、激密化の有効性についてキ
ヤビテーション損傷試験を行った。
HVOF 及び VPS の 2 種類の方法による炭化物サーメット及びコバルト基溶射皮膜のキャピテーション損傷特性を
求め、定性及び定量的に明らかにすることを目的に行った。
第 1 章は、緒論であり、本研究の背景と目的を述べている。
第 2 章は、プラズマアルミナ溶射距離皮膜のキャピテーション損傷において、プラズマ溶射距離を変化した場合の
皮膜構造に及ぼす影響について検討した。溶射距離が最も長い 200mm の場合ボイドやクラック等からの破壊の発生
が、溶射距離 80mm に比べ多く発生することが SEM によって明らかとなった。またこのことは水銀圧入法による気
孔量測定によると、 200mm の場合は大きなボイドやクラック等の存在がより顕著なことが明らかとなった。キャピ
テーション損傷において、 200mm では、損傷はより深い部分まで掘り起こす現象を呈した。これらの結果溶射距離
は 100mm と決定した。
第 3 章は、アルミナ溶射皮膜の封孔処理とキャビテーションによる皮膜の特'性評価について検討した。アルミナ溶
射皮膜のボイドやマイクロクラック、あるいは不完全結合部等への電気銅めっきの充填により封孔処理したものは、
損傷量は約 30%程度減少し、耐キャピテーション特性が大きく改善することが判明した。またクロムによる封孔処理
により創製されたものは、ボイドや微小クラック、未結合部にクロムの良好な浸透性が認めら、硬さは未処理のもの
に比べ 50%程度向上し、耐キャビテーション性は約 70%程度、未処理品に比べ優れることが判明した。
第 4 章は、プラズマによるジルコニアセラミックス溶射皮膜の封孔処理とキャピテーションによる皮膜の特性評価
について検討した。クロム酸を含浸焼成させたジルコニア溶射皮膜層は耐キャビテーション性が約 70%程度、未処理
品に比べ優れていることが明らかとなった。破壊靭性においても顕著な向上を示した。
第 5 章は、 HVOF 及び VPS の 2 種類の方法による炭化物サーメット及び、コバルト基溶射皮膜のキャビテーション
損傷特性を求め、定性及び定量的に明らかにした。 VPS による As sprayed 状態の皮膜のキャピテーション損傷量は、
HVOF に比べると約 115 減少した。両溶射法による As sprayed 炭化物サーメット皮膜に対して熱処理を行うと、皮
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膜を構成している偏平粒子が溶着し徴密化するため、損傷量は HVOF 皮膜では約 40%、低減することが明らかとな
った。 VPS 皮膜では熱処理はほとんど不必要であることが判明した。
第 6 章は、コバルト基溶射皮膜の、キャピテーション損傷評価について検討した。 VPS によるコバルト基試験片の
キャピテーション損傷量は、 HVOF に比べ約 115 程度低い値を呈する傾向を示した。 HVOF 法の As sprayed 試験片
では、コバルト基粉末粒子の融合不足の部分がキャピテーションインピンジメントの応力が作用し、この粒子界面近
傍が最弱部分となり損傷破壊が認められた。
第 7 章は本論文の結論であり、得られた知見をまとめた。
論文審査の結果の要旨
本論文は、アルミナ及びジルコニアセラミック溶射皮膜部に発生した空孔部やクラック部等の未結合部へ、電気め
っきによる銅の充填あるいは、クロム酸の焼結合浸封孔処理を行い、充填徽密化の有効性について、キャピテーショ
ン法による損傷特性評価に関するものである。
1. プラズマアルミナ溶射皮膜のキャピテーション損傷において、プラズ、マ溶射距離が最も長い 200 mm の場合、
ボイドやクラック等から破壊の発生が、溶射距離 80mm に比べ多く発生することを SEM観察や水銀圧入法によ
る気孔量測定によって明らかにし、皮膜特性の基礎的な解析方法として価値ある知見が得られている。
2. アルミナ溶射皮膜のボイドやマイクロクラック、あるいは不完全結合部等への電気銅めっきの充填により封孔
処理を行うと、耐キャピテーション特性が大きく改善されることを明らかにしており、またクロムによる封孔処
理により創製されたものは、ボイドや微小クラック、未結合部にクロムの良好な浸透性が認められ、耐キャピテ
ーション性は約 70%程度、未処理品に比べ優れることを解明している。
3. クロム酸による封孔処理したジルコニア溶射皮膜層は耐キャピテーション性が約 70%程度、また破壊靭性値も
未処理品に比べ顕著に向上することを明らかにしている。
4. VPS による As sprayed 状態の皮膜のキャビテーション損傷量は、 HVOF に比べると顕著に減少し、両溶射法
による As sprayed 炭化物サーメット及びコバルト皮膜に熱処理を行うと、皮膜を構成している偏平粒子が溶着
し徴密化するため、損傷量は HVOF 皮膜では約 40%、低減することが得られている。 VPS 溶射皮膜では熱処理
はほとんど不必要であることを明らかにしている。
以上のように、本論文は溶射皮膜部に発生した空孔部やクラック部等へ、銅の充填あるいは、クロム酸の焼結
含浸封孔処理を行い、耐キャピテーション損傷が顕著に向上することを新しい皮膜強度の評価として、キャビテ
ーション法によって明らかにしている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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